別紙
一斉募集向け連携枠数に係る報告書

＜和暦＞〇年〇月〇日

連携先園　園長　◇◇　様

連携元園　園長　△△

＜和暦＞〇年度向け一斉募集に係る必要連携枠数は、卒園予定児への意向調査を行った結果、下記の通りでしたのでご報告いたします。
１次利用調整において、下記の２に記載の人数分の連携枠を確保していただきますよう、お願いいたします。

１．連携先施設から報告のあった卒園児受け入れ可能数
卒園児受け入れ可能数　　〇枠
※連携枠設定数を下限とする。

２．意向調査を行った必要連携枠数
必要連携枠数　　〇枠
※１で連携先施設から報告された数を上限とするため、１に記載の数以上の利用希望があった場合でも、１に記載の数を超えないようにしてください。

【留意事項】
※必要連携枠数が０枠の場合でも、本報告書により必ず報告を行うこと。
※連携先施設は、11月中旬を目途に本報告書を幼保企画課あてに提出すること（時期は別途案内予定）。
※意向調査の結果、１で報告を受けた数以上の連携枠の利用希望があった場合には、連携施設と１の数について調整を行うことが可能であるほか、調整の結果、１の数が変更となる場合はその数にて本報告書を再作成すること。
※１で報告を受けた数以上の連携枠の利用希望があった場合には、希望者に対して、利用調整のルールに則り、指数順の入所となることを伝達すること。
※９月末までの報告後、その後の入所児童が連携先施設の利用を希望した等により必要連携枠が増加し、連携先施設と調整した結果、これを変更した場合は本報告書を再度取り交わすこと。
※連携先施設においては、２において報告のあった数を翌年度一斉募集向けの１次利用調整が終了するまで連携枠として確保することとし、各区保育給付課等からの調整なしに当該枠を他の用途に転用しないこと。
※本報告書はあくまで、次年度入所向けの一斉募集における必要連携枠数を報告するものであるため、連携枠の設定数自体がこれにより変動するものではないこと。

一斉募集向け連携枠数に係る報告書（記載例）

令和６年９月１５日

○○保育所　園長　◇◇　様

小規模保育事業○○　園長　△△

令和６年度向け一斉募集に係る必要連携枠数は、卒園予定児への意向調査を行った結果、下記の通りでしたのでご報告いたします。
１次利用調整において、下記の２に記載の人数分の連携枠を確保していただきますよう、お願いいたします。

１．連携先施設から報告のあった卒園児受け入れ可能数
卒園児受け入れ可能数　　３枠２の数は、１の数を超えないようにしてください。
施設間で調整し、１を超えて２の数を設けられる場合は、１の数もあわせて変更してください。

※連携枠設定数を下限とする。

２．意向調査を行った必要連携枠数
必要連携枠数　　２枠
※１で連携先施設から報告された数を上限とするため、１に記載の数以上の利用希望があった場合でも、１に記載の数を超えないようにしてください。

【留意事項】
※必要連携枠数が０枠の場合でも、本報告書により必ず報告を行うこと。
[bookmark: _GoBack]※連携先施設は、11月中旬を目途に本報告書を幼保企画課あてに提出すること（時期は別途案内予定）。
※意向調査の結果、１で報告を受けた数以上の連携枠の利用希望があった場合には、連携施設と１の数について調整を行うことが可能であるほか、調整の結果、１の数が変更となる場合はその数にて本報告書を再作成すること。
※１で報告を受けた数以上の連携枠の利用希望があった場合には、希望者に対して、利用調整のルールに則り、指数順の入所となることを伝達すること。
※９月末までの報告後、その後の入所児童が連携先施設の利用を希望した等により必要連携枠が増加し、連携先施設と調整した結果、これを変更した場合は本報告書を再度取り交わすこと。
※連携先施設においては、２において報告のあった数を翌年度一斉募集向けの１次利用調整が終了するまで連携枠として確保することとし、各区保育給付課等からの調整なしに当該枠を他の用途に転用しないこと。
※本報告書はあくまで、次年度入所向けの一斉募集における必要連携枠数を報告するものであるため、連携枠の設定数自体がこれにより変動するものではないこと。
